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１  はじめに  

南多摩保健所では、管内（日野市・多摩

市・稲城市）の関係機関や団体と連携し、

住 民 の 食 生 活 の 改 善 ・ 向 上 に 係 る 普 及 啓

発 や 食 環 境 の 整 備 に つ い て 協 議 す る こ と 、

また、日ごろから顔の見える関係を築き、

つ な が り を 意 識 し て 協 働 す る こ と を 目 的

に「栄養・食環境ネットワーク会議」（以

下ネットワーク会議）を設置している。  
今 般 、 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 で の 検 討 を 踏

まえ、「買い物困難地域における元気な高

齢者の食からのフレイル予防（低栄養）対

策」を実施したので報告する。  
 
２  課題とテーマ設定  
 南 多 摩 保 健 所 管 内 に ま た が る 多 摩 丘 陵

周辺は、多摩ニュータウンを中心に、多機

能 複 合 都 市 と し て 発 展 し て き た が 、 現 在

で は 住 民 の 高 齢 化 に よ る 様 々 な 課 題 が 顕

在化している。  
 令 和 ４ 年 １ 月 １ 日 現 在 の 管 内 ３ 市 の 年

齢区分別人口の構成割合は、老年人口（ 65

歳以上）が 25.7%と東京都の 22.8%より高

い ※ 1。また、老年人口割合は３市とも年々

上 昇 し て お り 、 都 全 体 と 比 較 す る と 令 和

７ 年 以 降 は ３ 市 全 て が 都 全 体 を 上 回 る こ

とが予想されている ※ 2。  
 近 年 、 駅 か ら 離 れ た 大 規 模 団 地 内 の ス

ー パ ー マ ー ケ ッ ト 等 の 商 業 施 設 が 閉 店 し 、

商 業 施 設 の 多 く は 駅 周 辺 に 偏 在 し て い る

状況にある。また、駅から離れた大規模団  

 
地は、丘陵地にあるため、山や坂が多く、

高 齢 の 住 民 は 食 品 の 買 い 物 に 苦 慮 し て い

る。  
そ の 様 な 中 、 商 業 施 設 が 閉 店 し た 買 い

物 困 難 地 域 に 民 間 事 業 者 が 運 営 す る 移 動

販売車が運行し、住民に外出する機会、買

い 物 を す る 楽 し み に 加 え 、 人 と の ふ れ あ

いや見守りの機会を提供している。  
こ の よ う に 移 動 販 売 は 、 高 齢 者 の フ レ

イル予防に必要な「栄養」「身体活動」「社

会参加」の３点につながることから、「買

い 物 困 難 地 域 に お け る 元 気 な 高 齢 者 ※ の

食 か ら の フ レ イ ル 予 防 対 策 」 を 事 業 の テ

ーマに設定した。  
※ フ レ イ ル 状 態 に な る 前 の 段 階 の 「 高

齢者」を想定  
 
３  目的  

①移動販売を行う事業者と関係機関が  
連 携 し 、 高 齢 者 が 外 出 し や す い 環 境 を 整

備する。  
② 移 動 販 売 や 飲 食 店 等 の 事 業 者 に 対 し 、 

高齢者の低栄養（フレイル）予防など健康

維 持 増 進 の た め の 知 識 を 付 与 し 、 高 齢 者

の食を支援する体制を整備する。  
  
４  取組内容  

移 動 販 売 で の フ レ イ ル 対 策 と し て 、 京

王 電 鉄 株 式 会 社 が 運 営 す る 京 王 ほ っ と ネ

ッ ト ワ ー ク の 移 動 販 売 車 に お い て 、 実 践

女 子 大 学 と 連 携 し 、 令 和 ５ 年 ６ 月 の １ か



 
月間、やと公園（日野市平山）及び百草団

地（日野市百草）にて「食事振り返りキャ

ンペーン」を実施した。  
 事 前 準 備 と し て 、 実 践 女 子 大 学 は 事 業

周 知 ポ ス タ ー と 車 内 掲 示 用 食 育 関 連 ポ ス

タ ー 、 南 多 摩 保 健 所 は 事 業 周 知 ポ ス タ ー

とチラシ、食品チェック表等を作成した。

食 品 チ ェ ッ ク 表 は 、 管 内 ３ 市 が 発 信 し て

いる情報と齟齬がないように配慮した。  
 また、実践女子大学教員と学生、南多摩

保 健 所 管 理 栄 養 士 が 、 事 業 の 内 容 と 食 品

チ ェ ッ ク 表 の 使 い 方 な ど を 説 明 し な が ら

利用客に配付した。  
 配付した食品チェック表（ 61 枚）を使

用 し た 方 に 対 し て 食 事 ア ド バ イ ス を 行 っ

た（ 13 名・延べ 24 回）。  

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５  結果   
 食 品 チ ェ ッ ク 表 を 使 用 し た 方 の 食 品 の

摂取状況は以下のとおりであった。  
・摂取した食品の得点率（食品チェック表

を使用した 13 名の延べ日数 160 日におけ

る 、 各 10 食 品 群 の 摂 取 割 合 ） は 、 野 菜

（ 96.3%）、卵（ 93.8%）、牛乳・乳製品（ 85.6%）

の順で高かった。  

・ 得 点 率 が 低 い 食 品 は 、 海 藻 類 （ 55.6%）

と、いも（ 40.0%）だった。  

・たんぱく質（肉、魚介類、卵、大豆・大

豆製品、牛乳・乳製品）の食品の得点率は、

卵が 93.8%と高く、魚介類は 69.4%と低か

った。 

・ 食 品 チ ェ ッ ク を ２ 週 間 継 続 し た 人 ９ 名

の 内 ７ 名 は ２ 週 目 の 方 が 摂 取 し た 食 品 群

の数は多かった。  
 
６  考察  
 今 回 の 取 組 か ら 、 参 加 者 が 様 々 な 種 類

の 食 品 を 摂 取 し 、 そ の 食 品 は あ る 程 度 固

定 さ れ て い る こ と （ 朝 食 に は ほ ぼ 毎 日 納

豆、卵を食べるなど）等が窺えた。また、

食 品 チ ェ ッ ク 表 が 見 開 き の た め 、 １ 週 目

に 食 べ て い な い 食 品 が わ か り や す く 、 ２

週 目 の 摂 取 し た 食 品 群 の 数 の 増 加 に つ な

がったと考えられる。  
 本 事 業 に 参 加 し た 実 践 女 子 大 学 学 生 か

ら、「食品チェック表により、一緒に食生

活 の 振 り 返 り が で き 、 適 切 な 食 事 の 改 善

策 を 提 案 す る こ と が で き た 。」「 利 用 客 同

士 や 販 売 員 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 見

ら れ 、 高 齢 者 の 社 会 参 加 に つ な が っ て い

ると感じた。」等の感想があった。  
移 動 販 売 車 に お け る 本 事 業 は 、 高 齢 者

の 食 事 内 容 の 改 善 が み ら れ た こ と に 加 え 、

利 用 し た 高 齢 者 だ け で な く 、 携 わ っ た 販

売 ス タ ッ フ や 学 生 の フ レ イ ル に 対 す る 知

識 が 深 ま り 、 健 康 的 な 食 事 を 摂 る こ と の

意識の向上につながった。  
 令 和 ５ 年 度 末 ま で 引 き 続 き 、 関 係 機 関

と 連 携 し て フ レ イ ル 対 策 に 取 り 組 み 、 次

年 度 以 降 も ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 を 活 用 し て 、

地 域 住 民 が 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 食 事 を

選択できる食環境整備を推進したい。  
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